
課程 募集定員 240人

192 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県白石高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、仙南地区の進学拠点校として、地域社会及びグローバル社会のリーダーを育成することを目指しており、難関大学、国公立大
学、私立大学等の多様な進路に対応したカリキュラムを有しています。総合的な探究の時間では、大学や公的機関、地元企業など外部機関
との連携協定を活かし、地域社会と協働して、グローバルな課題や地域課題の発見、解決に向けた探究活動を行っています。タブレット等
のＩＣＴ機器を積極的に活用した質の高い授業が行われ、希望進路に応じたプログラムにより生徒の夢の実現に向けたサポートも充実して
います。また、多くの生徒が部活動や学校行事など何事にも全力で取り組み、一人一人が主体性をもって日々生活しています。

〇求める生徒像
　本校で学ぼうとする意志が明確で、将来、地域社会及びグローバル社会のリーダーとなるべく、知的探究心をもって、主体的に学び、広
い視野をもって社会に貢献しようとする、次の１～３の全てにあてはまる生徒を求めます。
　１　学習成績が優秀な生徒
　２　リーダーシップを有する生徒
　３　特別活動、スポーツ活動、文化活動、社会活動、ボランティア活動等に熱心に取り組んだ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～３のいずれかで顕著な実績がある生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（５７人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　  動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　志望動機等
　４　観点
　　　態度、意志等

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース なし

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

28 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

12 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　志望動機等
　４　観点
　　　態度、意志等

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１２人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１４人）を対象として行う。

・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査
　　し、選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)看護師について
　　(3)中学校での活動状況
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)意志等

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１にあてはまる生徒、かつ２～４のいずれかで顕著な実績がある生徒を求
めます。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校看護科は、県内唯一の５年一貫教育による看護師養成機関として、地域の保健・医療・福祉の充実発展に貢献できる資質と能力を育
成しています。総合的な探究の時間では、大学や公的機関、地元企業など外部機関との連携協定を活かし、地域社会と協働して、グローバ
ルな課題や地域課題の発見、解決に向けた探究活動を行っています。タブレット等のＩＣＴ機器を積極的に活用した質の高い授業が行わ
れ、生徒の夢の実現に向けたサポートも充実しています。また、多くの生徒が部活動や学校行事など何事にも全力で取り組み、一人一人が
主体性をもって日々生活しています。

〇求める生徒像
　看護師希望の意志が明確で、５年一貫教育を理解し、自分の目標に向かって努力することのできる次の１～４の全てにあてはまる生徒を
求めます。
　１　看護師は人と関わる仕事であることを理解し、他者への関心をもち、思いやりをもって他者と関わり、つながりをもてる生徒
　２　学習成績が優秀な生徒
　３　リーダーシップを有する生徒
　４　特別活動、スポーツ活動、文化活動、社会活動、ボランティア活動等に熱心に取り組んだ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

看護科学校名 宮城県白石高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 870 点

　Ⅱ　選抜方法

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 595 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　　１０点
　　(2)表現力等　　９０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 4 6

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は４：６とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学
習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、様々な進路希望をもつ生徒が自己実現を図ることのできる学校です。学習活動では学び直しにより基礎学力の向上を図るととも
に、授業のユニバーサルデザイン化やＩＣＴの利活用を通し、授業内容を理解し、分かる喜びを実感できる授業実践に努めます。この他、
蔵王町と連携した探究活動を推進することで多様な価値観を受け入れ、かつ行動力を身に付けた生徒の育成に努めます。

〇求める生徒像
　心豊かで心身ともにたくましく、自ら課題を解決する意欲と他を敬愛する心をもち、自らの意志で行動する、次の１～５の全てに当ては
まる生徒を求めます。
　１　地域社会に貢献し、かつ支えようとする強い意志と高い志をもつ生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、本校での様々な活動に真剣に取り組む意志のある生徒
　３　希望進路の達成に向けて継続的に努力し、最後まで諦めずに挑戦し続ける生徒
　４　日々の授業を大切にし、落ち着いて学習活動に取り組む生徒
　５　規範意識が高く、ルールに基づいて学校生活を送る生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県白石高等学校蔵王キャンパス 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

48 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

32 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 435 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

学校情報はこちら

第２志望とすることができ
る学科・コース 電気科、工業化学科、建築科、設備工業科

全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３２人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（４８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選
抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜

　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、県南唯一の工業高校として、地域に根ざしつつ社会で活躍できる工業技術者の育成を目指しています。機械・電気・工業化
学・建築・設備工業の５学科６クラスからなり、実験や実習を行うための充実した施設や設備のもと、生徒の希望や適性に応じた学習
活動を行っています。また、工業高校ならではの資格試験、競技会、コンテスト等にも積極的に取り組んでいます。
　学校行事では、生徒会執行部を中心に、生徒一人ひとりが自主的に企画・運営し、皆で準備して盛り上げています。部活動も活発
で、１４の運動部と１３の文化部が質の高い活動を展開しており、県大会や東北大会、さらには全国大会でも活躍しています。

〇求める生徒像
　あいさつや身だしなみといった生活習慣を確立し、３年間の学習活動に取り組む意欲があり、次の１～４のいずれかに当てはまる生
徒を求めます。
　１　工業やものづくりに興味があり、機械を用いた作品製作や機械の設計デザインに関心をもっている生徒
　２　機械に関する専門知識及び技術・技能を習得し、機械関連分野への就職や工業系分野への進学を目指している生徒
　３　志望学科の専門性を活かした資格の取得に積極的に取り組む意欲がある生徒
　４　部活動や学校行事、ボランティア活動等に積極的に取り組んだ実績があり、入学後も前向きに取り組む意欲をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

機械科学校名 宮城県白石工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 435 点

　Ⅱ　選抜方法

電気科学校名 宮城県白石工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、県南唯一の工業高校として、地域に根ざしつつ社会で活躍できる工業技術者の育成を目指しています。機械・電気・工業化
学・建築・設備工業の５学科６クラスからなり、実験や実習を行うための充実した施設や設備のもと、生徒の希望や適性に応じた学習
活動を行っています。また、工業高校ならではの資格試験、競技会、コンテスト等にも積極的に取り組んでいます。
　学校行事では、生徒会執行部を中心に、生徒一人ひとりが自主的に企画・運営し、皆で準備して盛り上げています。部活動も活発
で、１４の運動部と１３の文化部が質の高い活動を展開しており、県大会や東北大会、さらには全国大会でも活躍しています。

〇求める生徒像
　あいさつや身だしなみといった生活習慣を確立し、３年間の学習活動に取り組む意欲があり、次の１～４のいずれかに当てはまる生
徒を求めます。
　１　工業やものづくりに興味があり、電気・電子・情報に関心をもっている生徒
　２　電気に関する専門知識及び技術・技能を習得し、電気関連分野への就職や工業系分野への進学を目指している生徒
　３　志望学科の専門性を活かした資格の取得に積極的に取り組む意欲がある生徒
　４　部活動や学校行事、ボランティア活動等に積極的に取り組んだ実績があり、入学後も前向きに取り組む意欲をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選
抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜

　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 機械科、工業化学科、建築科、設備工業科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

12



課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 435 点

　Ⅱ　選抜方法

工業化学科学校名 宮城県白石工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、県南唯一の工業高校として、地域に根ざしつつ社会で活躍できる工業技術者の育成を目指しています。機械・電気・工業化
学・建築・設備工業の５学科６クラスからなり、実験や実習を行うための充実した施設や設備のもと、生徒の希望や適性に応じた学習
活動を行っています。また、工業高校ならではの資格試験、競技会、コンテスト等にも積極的に取り組んでいます。
　学校行事では、生徒会執行部を中心に、生徒一人ひとりが自主的に企画・運営し、皆で準備して盛り上げています。部活動も活発
で、１４の運動部と１３の文化部が質の高い活動を展開しており、県大会や東北大会、さらには全国大会でも活躍しています。

〇求める生徒像
　あいさつや身だしなみといった生活習慣を確立し、３年間の学習活動に取り組む意欲があり、次の１～４のいずれかに当てはまる生
徒を求めます。
　１　工業やものづくりに興味があり、地球環境や化学の実験に関心をもっている生徒
　２　化学に関する専門知識及び技術・技能を習得し、化学関連分野への就職や工業系分野への進学を目指している生徒
　３　志望学科の専門性を活かした資格の取得に積極的に取り組む意欲がある生徒
　４　部活動や学校行事、ボランティア活動等に積極的に取り組んだ実績があり、入学後も前向きに取り組む意欲をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選
抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜

　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 機械科、電気科、建築科、設備工業科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

13



課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 435 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 機械科、電気科、工業化学科、設備工業科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選
抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜

　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、県南唯一の工業高校として、地域に根ざしつつ社会で活躍できる工業技術者の育成を目指しています。機械・電気・工業化
学・建築・設備工業の５学科６クラスからなり、実験や実習を行うための充実した施設や設備のもと、生徒の希望や適性に応じた学習
活動を行っています。また、工業高校ならではの資格試験、競技会、コンテスト等にも積極的に取り組んでいます。
　学校行事では、生徒会執行部を中心に、生徒一人ひとりが自主的に企画・運営し、皆で準備して盛り上げています。部活動も活発
で、１４の運動部と１３の文化部が質の高い活動を展開しており、県大会や東北大会、さらには全国大会でも活躍しています。

〇求める生徒像
　あいさつや身だしなみといった生活習慣を確立し、３年間の学習活動に取り組む意欲があり、次の１～４のいずれかに当てはまる生
徒を求めます。
　１　工業やものづくりに興味があり、木工・建築模型等の作品製作や設計デザイン等に関心をもっている生徒
　２　建築に関する専門知識及び技術・技能を習得し、建築関連分野への就職や工業系分野への進学を目指している生徒
　３　志望学科の専門性を活かした資格の取得に積極的に取り組む意欲がある生徒
　４　部活動や学校行事、ボランティア活動等に積極的に取り組んだ実績があり、入学後も前向きに取り組む意欲をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

建築科学校名 宮城県白石工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ４段階評価 （Ａ～D）

＜ 合　計＞ 435 点

　Ⅱ　選抜方法

設備工業科学校名 宮城県白石工業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、県南唯一の工業高校として、地域に根ざしつつ社会で活躍できる工業技術者の育成を目指しています。機械・電気・工業化
学・建築・設備工業の５学科６クラスからなり、実験や実習を行うための充実した施設や設備のもと、生徒の希望や適性に応じた学習
活動を行っています。また、工業高校ならではの資格試験、競技会、コンテスト等にも積極的に取り組んでいます。
　学校行事では、生徒会執行部を中心に、生徒一人ひとりが自主的に企画・運営し、皆で準備して盛り上げています。部活動も活発
で、１４の運動部と１３の文化部が質の高い活動を展開しており、県大会や東北大会、さらには全国大会でも活躍しています。

〇求める生徒像
　あいさつや身だしなみといった生活習慣を確立し、３年間の学習活動に取り組む意欲があり、次の１～４のいずれかに当てはまる生
徒を求めます。
　１　工業やものづくりに興味があり、空気調和設備（冷暖房・換気）、衛生設備（給排水）、防災設備（消火）、電気設備等の
  　建築設備に関心をもっている生徒
　２　設備に関する専門知識及び技術・技能を習得し、設備関連分野への就職や工業系分野への進学を目指している生徒
　３　志望学科の専門性を活かした資格の取得に積極的に取り組む意欲がある生徒
　４　部活動や学校行事、ボランティア活動等に積極的に取り組んだ実績があり、入学後も前向きに取り組む意欲をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選
抜する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜

　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 機械科、電気科、工業化学科、建築科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 120人

60 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

60 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　　　個人面接
　２　時間　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校での活動意欲
　　(4)進路希望
　　(5)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　２５点
　　(2)表現力等　５０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する６０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３及び４のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は総合学科の高校として、生徒一人ひとりが自分の夢に向かって頑張れるように、きめ細かい教育活動を実践しています。１年次で
は基礎学力を身に付けるために共通の科目を学習します。２年次からは言語・自然科学系列、商業実践系列、機械・自動車系列、介護福祉
系列の４つの系列に分かれて、数多く設定された選択科目の中から自分の進路目標や興味・関心に応じた科目を選択し、専門的な学習を進
めていきます。また、地域と連携した活動等を通して、コミュニケーション能力や望ましい職業観などを身に付けます。

〇求める生徒像
　本校のスローガンである「生活に活気、学習に意欲、行動に責任」の下、様々な活動に意欲的に努力する、次の１～５のいずれかに当て
はまる生徒を求めます。
　１　本校の教育目標を理解し、それに沿って積極的に努力する意欲のある生徒
　２　学習活動、ＨＲ活動、部活動、行事等に主体的に取り組み、役割を果たそうとする生徒
　３　中学校で高い学習意欲をもち、努力を続けてきた生徒
　４　中学校で部活動、ボランティア活動等にしっかりと取り組みながら、学習と両立させてきた生徒
　５　自己の向上のために、資格取得等に意欲的に挑戦しようとする志の高い生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

総合学科学校名 宮城県村田高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

48 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

32 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

農業科学科学校名 宮城県大河原産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、柴田農林高等学校と大河原商業高等学校の伝統のある２校を統合再編し、２０２３年度新たに開校した学校です。２校の良き伝
統を受け継ぎ、未来へ向けて新たな価値を生み出すことができる、農業と商業のスペシャリストを目指します。本校は農業科学科と総合ビ
ジネス科、そして県内初の商業系デザイン学科である企画デザイン科の３学科を設置し、各学科が連携をした六次産業化に取り組んでいき
ます。また、「地域探究プロジェクト」と称して、地域のことを深く理解し、課題を発見して解決する活動を行い、地域社会とともに成長
できる学校を目指しています。

○求める生徒像
　農業に関する学習に意義と目的を見いだし、将来、地域社会に貢献し、活躍することを目指す、次の１～５のいずれかに当てはまる生徒
を求めます。
　１　専門分野における教育に強い興味と関心を持ち、意欲的に学習に取り組む生徒
　２　野菜、果樹、草花の栽培と活用、自然環境や造園などの学習に意義と価値を見いだし、将来各専門分野で地域や社会に貢献しよう
　　とする意欲のある生徒
　３　仲間と協働して新しい学校づくりに主体的に取り組む意欲のある生徒
　４　基本的な生活習慣が身に付いており、本校における様々な活動に積極的に取り組む生徒
　５　中学校における学習、部活動、生徒会活動、校外活動などに積極的に取り組み努力してきた生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３２人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（３８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 企画デザイン科、総合ビジネス科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業科学科、総合ビジネス科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１９人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、柴田農林高等学校と大河原商業高等学校の伝統のある２校を統合再編し、２０２３年度新たに開校した学校です。２校の良き伝
統を受け継ぎ、未来へ向けて新たな価値を生み出すことができる、農業と商業のスペシャリストを目指します。本校は農業科学科と総合ビ
ジネス科、そして県内初の商業系デザイン学科である企画デザイン科の３学科を設置し、各学科が連携をした六次産業化に取り組んでいき
ます。また、「地域探究プロジェクト」と称して、地域のことを深く理解し、課題を発見して解決する活動を行い、地域社会とともに成長
できる学校を目指しています。

〇求める生徒像
　商業的な観点での地域デザインに関する学習に意義と目的を見いだし、将来、地域社会に貢献し、活躍することを目指す、次の１～５の
いずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　専門分野における教育に強い興味と関心を持ち、意欲的に学習に取り組む生徒
　２　よりよい地域の実現に向けた商品開発やイベント企画などに興味があり、将来、地域や社会に貢献しようとする意欲のある生徒
　３　仲間と協働して新しい学校づくりに主体的に取り組む意欲のある生徒
　４　基本的な生活習慣が身に付いており、本校における様々な活動に積極的に取り組む生徒
　５　中学校における学習、部活動、生徒会活動、校外活動などに積極的に取り組み努力してきた生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

企画デザイン科学校名 宮城県大河原産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 120人

72 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

総合ビジネス科学校名 宮城県大河原産業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、柴田農林高等学校と大河原商業高等学校の伝統のある２校を統合再編し、２０２３年度新たに開校した学校です。２校の良き伝
統を受け継ぎ、未来へ向けて新たな価値を生み出すことができる、農業と商業のスペシャリストを目指します。本校は農業科学科と総合ビ
ジネス科、そして県内初の商業系デザイン学科である企画デザイン科の３学科を設置し、各学科が連携をした六次産業化に取り組んでいき
ます。また、「地域探究プロジェクト」と称して、地域のことを深く理解し、課題を発見して解決する活動を行い、地域社会とともに成長
できる学校を目指しています。

〇求める生徒像
　商業に関する学習に意義と目的を見いだし、将来、地域社会に貢献し、活躍することを目指す、次の１～５のいずれかに当てはまる生徒
を求めます。
　１　専門分野における教育に強い興味と関心を持ち、意欲的に学習に取り組む生徒
　２　流通、情報及び会計の各分野における専門的な知識と技術を習得し、職業資格や検定試験の取得を目指しながら、将来、
    各専門分野で地域や社会に貢献しようとする意欲のある生徒
　３　仲間と協働して新しい学校づくりに主体的に取り組む意欲のある生徒
　４　基本的な生活習慣が身に付いており、本校における様々な活動に積極的に取り組む生徒
　５　中学校における学習、部活動、生徒会活動、校外活動などに積極的に取り組み努力してきた生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（５７人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
    動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 農業科学科、企画デザイン科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 75 点
＜ 合　計＞ 800 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 75 点

＜ 合　計＞ 600 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２０人の１５０％の範囲に含まれる者（３０人）を対象として行う。
・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路志望
　　(4)その他
　４　観点
    (1)態度　　１５点
    (2)表現力　１５点
    (3)判断力　１５点
    (4)協調性　１５点
    (5)責任感　１５点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５の両方に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において
日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、英語 全学年の評定を１. ０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は「自立貢献」を校訓とし、２１世紀を生きる国際的視野に立ち、社会の発展に寄与できる知・徳・体を兼ね備えた人材の育成を目
指しています。「小さな学校だからできることがある。小さな学校にしかできないことがある。」をキャッチフレーズに、生徒の多様な進
路を実現するために、習熟度別学習や少人数指導など、個に応じた学びを展開しています。また、「総合的な探究の時間」を中心とした地
域と連携した学習活動をはじめ、特色ある特別活動やボランティア活動などの教育活動を推進し、教育課程内外の活動を通して地域社会と
協働する中で地域貢献を果たす学校を目指しています。
　
○求める生徒像
　本校では、次の１～３の全てに当てはまり、かつ４、５いずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校で学ぼうとする理由が明確で、自主・自立の精神で何事にも意欲的に取り組む生徒
　２　基礎・基本的学力の向上を目指し、継続的に努力できる生徒
　３　日々の授業を基礎として、地域と協働する探究的学習活動に積極的に取り組む生徒
　４　基本的な生活習慣が身に付いており、豊かな人間性を磨くために部活動や特別活動に積極的に取り組む生徒
　５　ボランティア活動に参加した実績があり、入学後も積極的に地域社会に貢献する意志のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県大河原産業高等学校川崎校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

20



課程 募集定員 120人

96 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 255 点

：

：

　２　  学力検査 200 点

：

　３　  面接 200 点

＜ 合　計＞ 655 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)表現力等　２００点

国語 全学年の評定を１．０倍にする

数学、社会、理科、英語、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語 得点を２．０倍にする

第２志望とすることができ
る学科・コース なし

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に努
力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、文武不岐のもと、多くの生徒が勉強と部活動に励んでいる学校です。校風である「夢実現」を体現する主体的で創造的な生徒の
育成に努め、多様な進路希望をもった生徒の自己実現を可能にする学校です。基礎的・基本的な知識・技能習得と学力の伸長を図り、優れ
た徳性、高い知性、強健な身体と強い意志を備え、未来を開拓する創造力と実践力に富み、次代を担う人材を育成します。
　部活動や生徒会活動も盛んで、スポーツや文化的活動などの様々な分野で、多くの生徒が意欲的に活動し、常に新しい目標に向けて「常
に前進し続ける」活気に満ちた学校です。

〇求める生徒像
　自ら学び、自ら考え、主体的に判断し行動できる豊かな人間性と生活習慣を確立し、自律的・意欲的に生き生きと活動する、次の１～４
の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　強い意欲をもって文武不岐を実践し、自分自身を高める意欲があり、本校で学ぼうとする明確な理由を持つ生徒
　２　生き生きとした規律ある学校生活を送り、豊かな人間性を育むための不断の努力ができる生徒
　３　進路について明確な目標をもち、基礎的・基本的な学力の定着を図り、その実現に向かって日々の授業を大事にする生徒
　４　生徒会活動・部活動・校外スポーツ・文化活動等で優れた能力を有し、入学後も継続して何事にも意欲的に取り組める生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県柴田高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

21



課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 125 点

：

　３　  実技 320 点
＜ 合　計＞ 640 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 255 点

：

：

　２　  学力検査 200 点

：

　３　  実技 320 点

＜ 合　計＞ 775 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　実技
　１　形態
　　　個人実技
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語 全学年の評定を１．０倍にする

数学、社会、理科、英語、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語 得点を２．０倍にする

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書及び実技の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜す
　　る３６人の１３０％の範囲に含まれる者（４６人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び実技の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

実技

共　通　選　抜
Ⅰ　実技
　１　形態
　　　個人実技
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)専攻実技種目に関する
　　　 運動能力
　　(2)その他
　４　観点
　　　技能・体力、態度を総合的
　　に評価する

※実技については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に努
力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．２５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、文武不岐のもと、多くの生徒が勉強と部活動に励んでいる学校です。校風である「夢実現」を体現する主体的で創造的な生徒の
育成に努め、多様な進路希望をもった生徒の自己実現を可能にする学校です。基礎的・基本的な知識・技能習得と学力の伸長を図り、優れ
た徳性、高い知性、強健な身体と強い意志を備え、未来を開拓する創造力と実践力に富み、次代を担う人材を育成します。
　部活動や生徒会活動も盛んで、スポーツや文化的活動などの様々な分野で、多くの生徒が意欲的に活動し、常に新しい目標に向けて「常
に前進し続ける」活気に満ちた学校です。

〇求める生徒像
　体育科では、優れた実績をあげるとともに、スポーツ活動を通して、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、豊かな人間性と健全な生活
習慣を確立し、自律的・意欲的に生き生きと活動する、次の１～５の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　強い意欲をもって文武不岐を実践し、自分自身を高める意欲があり、本校で学ぼうとする明確な理由を持つ生徒
　２　生き生きとした規律ある学校生活を送り、豊かな人間性を育むための不断の努力ができる生徒
　３　進路について明確な目標をもち、基礎的・基本的な学力の定着を図り、その実現に向かって日々の授業を大事にする生徒
　４　生徒会活動・部活動・校外スポーツ・文化活動等で優れた能力を有し、入学後も継続して何事にも意欲的に取り組める生徒
　５　運動部活動、校外におけるスポーツ活動等において、特に優れた能力を有する生徒や顕著な実績をあげた生徒で、本校指定の
　　専門実技種目の競技力向上に向けて強い意志を持って取り組める生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

体育科学校名 宮城県柴田高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

22



課程 募集定員 40人

8 人 （募集定員の 20 ％ ）

：

32 人 （募集定員の 80 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 795 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：無

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 200 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 495 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　する３２人の１２０％の範囲に含まれる者（３８人）を対象として行う。
・学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への展望
　　(4)将来の進路志望
　　(5)その他
　４　観点
　　(1)意欲・目的意識　５０点
　  (2)態度　　　　　　１０点
　　(3)表現力等　　  　４０点

※面接については，１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～４の全てに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
 本校は、仙南唯一の昼間定時制高校として、ゆとりのある教育課程と少人数学校ならではのきめ細やかな教育で、小・中学校からの学び
直しをしたい生徒を応援しています。自然豊かな七ヶ宿町に立地している強みを生かし、「スキー教室」「歴史探訪ツアー」などの行事
や、林業や自然観察等をテーマとした探究活動など、地域と連携した行事や体験活動に積極的に取り組んでいます。高等学校で培った知
識・技能等を社会で役立つ「生きて働く力」としていくために、「奉仕活動」「就業体験」「ライフデザイン」（学年順各1単位）の学校
設定科目や「インターンシップ」「企業説明会」等の進路学習で、社会との接続を大切にしたキャリア教育に力を入れています。

〇求める生徒像
　本校では、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校を志望する理由が明確で、基礎的・基本的な学習に粘り強く取り組むことができる生徒
　２　学習活動だけでなく、学校行事やさまざまな活動に積極的に参加する意欲のある生徒
　３　基本的な生活習慣を身に付け、社会人として自立した人間になろうと努力する生徒
　４　本校及び社会のルールを守り、他者との協調や周囲への思いやりを大切にして高校生活を送ろうと考えている生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県白石高等学校七ヶ宿校 定時制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

138


